〈原著〉大学生の就職活動における非機能的認知の検討 by 原 瑞穂 et al.
〈原著〉大学生の就職活動における非機能的認知の
検討






Bulletin o( COllnseling 
αnd School P，Iycholo，gy 







A Study of Dysfunctional Cognition of Job Seeking in University Students 
Mizuho Hara ( of Education (Career center) ，University of Yamanashi，Kofu-
city人Tamanashi， 4 -4 -37) 
Masahiro Kodama (Department of Psychology， Faculty of Humanities， Saitama Gakuen 
University 
1510 Kizoro 1くa'vaguchi，Saitima 333-0831) 
This researcll focused on university students' dysfunctional cognition ¥λThen seeking jobs as the cause of 
anxiety and depression. We hypothesized th8t the experience of dealing with various issues throughout 
the job seeking process may lead to self-doubt‘causing one's perceptions of reality and of others to become 
skewed. The otherwise functional cognitive processes become dysfunctional， thus hindering job searching 
activities. ln Study 1、8scale was created in order 10 measure dysfunctional cognition in relation to 
job seeking. Jnterviews ¥入Tereconducted ¥vith 15 participants who had experience of job seeking and 1 
participants who have supported the job seeking processes. A questionnaire of 30 items Vias generated and 
was administered to 641 participants to examine its reliability and validity. The results yielded two factors 
“excessive expect乱tionsof otllers，" particularly in relation 10 supporters such as family and friends‘and “strong 
assumptions about job seeking，" which consists of assumptions made about the job search itself. In Study 2， 
sufficient interηal consistency and construct validity were observed. 












































































































































































































































































































































































































Table 2 就職活動非機能的認知尺度の因子分析結果(主因子法， Promax @liliJ 
項目
番号
I 他者・への過剰期待 α-.85 
項目












6 布、は，エントリーシ トー には魅力的な文章を普:かなければならないと思う
18 私は，採用担当者とうまくコ ミュニケーションがfZlらなければならないと思う
17 私は，企業に対して，明るく元気な学生を演じなければならないと思う











1 n m M SD 
76 -. 10 07 3.19 0.94 
70 … 02 -.11 3.03 1.00 
67 -. 04 02 3.36 0.98 
67 01 -.01 3.13 1.00 
64 へ08 02 2.81 0.99 
61 -08 07 3， 03 1. 02 
戸;J;) 14 -.01 3.38 0.99 
49 05 00 3.45 1. 08 
'18 18 -.04 3.59 0.95 
一05 63 04 3. 95 O. 90 
08 60 04 3.96 0.94 
07 55 04 3.90 0.91 
-.09 52 09 4.23 0.72 
09 51 -.20 3.43 1.1 
-18 50 05 3. 63 1. 07 
05 42 053.30 1.01 
01 42 -. 03 3. 91 O. 96 
02 -. 02 74 3.8'1 0.99 
02 08 68 3.85 0.93 
06 -10 63 3.59 0.95 






























分析の結果， 就職活動 ~f::機能的認知尺度21 項目は?
積極的困難受容r二 .29(ρ<.00 J )， 意欲的活動性f・=.16 
































Table 3 就職活動非機能的認知尺度の下位項目と各変数と の相関係数
2 4 6 S 
1就職活動非機能的認知21 82州 69件ホ 54 ホネホ 29材木 16柿* 15材木 一07
2他者への過剰期待 26料* 25材* 15料*一 03 20料* 。
3就職活動への強し、思い込み 18料老 15材本 1 * 16料率 02 
4理想的内定希求 42料本 41林専 13帥 -.27梓ホ
5積極的困難受容 45 草木* -.08 -.23帥米





















































































を比較したところ， χ(118) =391.913， pく.001，GF1 























就職活動思考制御困難性との間にr= .25-.35， (pく.001) 
の正の相関がみられた。各変数ともに，研究 iの結果に
比べて高かった。また，理想的内定希求と積極的困難受
Table 4 Web調査 就職活動非機能的認知尺度(17項目)の主成分分析結果
項目番号 1頁!ヨ Il 平均値 SJJ 
Ql1. 18 教tlijは、就職活動Iやの私に的確なアドバイスそとするべきだと思う 35 3. 3i 0.96 
QI L 21 キャリア支援者は、専門家としてIムを指噂してくれるべきだと思う il 05 3.62 0.91 
Q1 L 10. 家族は、私の就職活動中の悩みを開いてくれるべきたと思う iO 45 3. 3i 0.90 
Qll吻 19白 キャリア支援者は、落ち込んでいる私の気持ちを受け止めるべきだとj志う 70 時 32 3. :3 1. 00 
Qll. 12 布、は、面接官の期待以上のパフォーマンスをいつも目指す必要があると思う 68 29 3.42 0.95 
Qll.20 教師は、就職活動の私の悩みを共感的に受け止めるべきだと思う 68 -.46 3.25 0.97 
Qll. 1 友人は、官、の就職活動がうまくいくように協力するべきだと思う 6i -.44 3.08 1. 01 
Ql1. 9 家族は、私の就職活動がうまくいくように協力するべきだと思う 66 -.31 3. 28 0.92 
Ql L 5 私は、以しj版活動に勝つためのノウハウると知らなければならないと思う 66 38 3. 68 0.99 
Ql L 13 在、は、企業に対して、 I~l るく元気な学生を演じなければならないと思う 64 43 3.51 0.97 
Ql L 14 主人は、採間担当者とうまくコミュニケーションを図らなければならないと思う 64 44 3.86 0.84 
Ql L 2 家族は、就職活動で疲れた自分に気っかいをしてくれるへきだと思う 63 -.40 3.31 0.93 
Ql1. 6 干:Lf士、保用担当者に認められなければならないと思う 62 50 3.73 O. 90 
Ql L 4 私は、エントリーシートには魅力的な文章を事かなければならないと思う 62 35 3. i3 0.94 
Qll. 16 私は、就職活動l令、常に忍耐強くいなければならないと思う 61 42 3.80 0.96 
Ql1. 3 友人は、内'ζが決まっていない人への配慮をするべきだと思う 59 -.:38 3.41 0.99 
相、は、体調が悪くても就職活動のために最苦ーを尽くさなければならないと思う 58 43 3. 55 0.99 
信頼係数。 91 .89 全体αニ .92
寄与ネ 81 15. 13 
累積寄与平 94
Table 5 ¥i'leb調査 理想的内定希求尺度(4項目)の主成分分析の結果
項目番号 項目
Ql1.8. 1'、は、頑張ればいつか必ず内定を勝ち取ることができるはずだと思う 83 3. 60 1.03 
Qll. 17 私は、自分を気に入ってくれる企業が必ずあるはずだと思う 80 3. 59 O. 93 
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再検査信頼性の検証 l巨|自の調査から 18日後， 200 
名の内，120名に就航活動非機能的認知尺度 17項目の再
検査を実施 した。その結果.Cronbachの信頼係数 αお
よび内的整合性は，尺度全体α=.95， r = .63，他者への






モデル 条件 df ρ GFI i¥GFI じFI RMSEA 
モデル1 3因子モデル21項目 565. 04 187 000 788 738 829 101 
モデル2 2因子モデル17項目 391. 91 18 000 806 749 853 108 
モデル3 2因子モデル16項目 318.31 103 000 830 776 875 102 
モデル4 2因子モデル 15項目 292. 64 89 000 829 770 874 107 
モデル5 2因子モデル14項目 219.80 76 000 856 800 902 098 
モデル6 2因子モテ.ノレ11項目 150.71 b3 000 887 827 923 100 
モデノレ7 2因子モデル10項目 150.71 53 000 922 874 947 088 
モデル8 2因子モデル9項目 69. 536 20 000 931 881 951 088 
モデノレ9 2因子-そデノレ8項目 39. 367 19 000 955 914 974 073 
モテ、ル102因子モデル7項目 39. 367 19 000 955 902 966 090 
モデル112次因子モデノレ17項目 391. 67 118 000 806 749 853 108 
Table 7 Web調査 就職活動非機能的認知尺度17項目と各変数との相関係数
2 3 4 。 6 8 
l就職活動非機能的認知17 88柿本 85。積水* 50料* 35科学 43 キホキ 40 .u 20帥
2他者への過剰期待 50料キ 51料水 34料寧 39料水 34判* 23帥
3就職活動への強し、思い込み 34判事 25 点 字期 35 キネキ 35 ..ホ 12 
4理想的内定希求 57判事 58料水 -.01 一 12
5積極的困難受容 66村本 一03 -.12 








































































56件ホ 23 * 
57料不 69料火
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